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水防災意識社会再構築ビジョン
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住民目線のソフト対策
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洪水を安全に流すためのハード対策
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危機管理型ハード対策、いわゆる粘り強い構造の堤防等の整備



１．現状の水害リスク情報や取組状況の共有

洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は連携して実施している現状の減災に係

る取組状況等について共有する。

①情報伝達、避難計画等に関する事項

②水防に関する事項

③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

④河川管理施設の整備に関する事項

２．地域の取組方針の作成

円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水を実現するために

各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた地域の取組方針を作成し、共有する。

３．フォローアップ

地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認する。

また、本協議会等を中心として、毎年出水期前にトップセミナーや堤防の共同点検等を実施し、

状況の共有を図る。

水防災意識社会を再構築するため、河川管理者・県・市町村等からなる協議会を構築して減災
のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進する。

協議会において実施する事項（案）

「水防災意識社会再構築ビジョン」の推進体制（案）
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